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経尿道的に切除 した尿管ポリープの1例

帝京大学市原病院泌尿器科(主 任:伊 藤晴夫教授)
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        A CASE OF A URETERAL POLYP RESECTED 

                 TRANSURETHRALLY 

                  Kazuo Mikami, Haruo Ito, Tadashi Kotake, 

             Toshihiro Minakami, Naoto Miura and Fumio Suzuki 

       From the Department of Urology, Teikyo University School of Medcine, Ichihara Hospital 

   We report a case of fibroepithelial polyp of right ureter. The patient was a 36-year-old man, 
complaining of macrohematuria. An excretory urogram and retrograde  pyrlogram revealed a fil-
ling defect of the middle third of ureter, but it did not show hydronephrosis. We observed the 
ureter by transurethral ureteroscopy and found a ureter polyp with a slender stalk. We resected 
the polyp transurethrally. The pathological diagnosis was a fibroepithelial polyp. This suggests 
that the endourological technique is a useful method for diagnosis  and treatment in patients with 
a urinary tract filling defect. 

 (Acta Urol. Jpn. 41: 219-221, 1995) 
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緒 言

尿管ポリープは比較的多数の報告があるが,悪 性腫

瘍との鑑別が困難なことより経尿道的に切除された例

は稀である.今 回われわれは経尿道的に尿管ポ リープ

を切除したので報告する.

症 例

患者136歳,男 性

主訴3肉 眼的血尿

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことな し

現病歴=平 成5年2月16日 突然肉眼的血尿が出現 し

たため,2月18日 当科受診 した.排 泄性尿路造影にて

右中部尿管に陰影欠損が認められたため精査目的に3

月10日 入院となる.

現症=身 長177cm,体 重67,2kg,体 温36・5℃,脈

拍78/分,整 血圧120/70mmHg

入院時検査所見 血液生化学検査;特 に異常を認

めなかった.尿 所見;蛋 白(一),糖(一),RBC多

数/hpf,wBc5～lo/hpf,尿 細 胞診;自 然尿classI,

右尿管カテーテル尿classI.膀 胱鏡所見;膀 胱粘膜

に異常を認めず 排泄性尿路造影検査;右 中部尿管に

18×5mmの 腫瘤 によるものと考えられる陰影欠損

を認めた,逆 行性尿路造影所見;右 中部尿管に可動性

のある腫瘤を認めた(Fig.1).
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Fig.  1. Retrograde urogram:  Fillingdefect 
       in the middle ureter.
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Fig.2.Macroscopicaspectoftheureterpolyp.
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Fig.3.Microscopicexaminationshows丘brous

stromalinedbytransitionalcellepithe.

1ium,

手術所見:腰 椎麻酔下に右尿管に尿管鏡を挿入する

と,表 面平滑で赤褐色の可動性のある細い茎を持った

腫瘤を認めた.切 除刀にて腫瘤の根部を切除すると容

易に腫瘤は摘出できた.

摘出標本=全 長約3cm,根 部は約2mmで 赤褐色

表面平滑であった(Fig・2)・

病 理組織学的所見=表 面を移行上皮に覆われ,線 維

上皮でなる茎を持った線維上皮性ポ リープであった

(Fig.3).

術後経過は良好で術後に施行 した排泄性尿路造影で

は水腎は認めず,右 尿管に異常を認めない.1年6カ

月経過した現在ポリープの再発を認めない.

考 察

尿 管 ポ リー プは 決 して 稀 な疾 患 では な い.本 邦 では

1949年 に 中野Dが 第 一 例 を報 告 して 以来200例 以 上 の

報告 が な され て い る2).尿 管 ポ リー プ は 非 上 皮性 中胚

葉 由来 の 良性 腫 瘍 と して 扱 わ れ て お り,組 織 像 に よ

り,fibrouspolyp,vascularpolyp,fibroepithelial

polypに 分 類 されている3).成 因 については慢性炎

症,機 械的刺激,尿 流障害,ホ ルモン失調 アレルギ

ー,先 天要因等多 くの原因ないし誘因が考えられてい

るが,結 論がえられていない.

尿管ポリープのX線 学特徴は陰影欠損の表面が平滑

で検査のたびに形が変化すること,陰 影欠損の大きさ

の程度に比べて腎への影響が少ないことなどがあげら

れる4》.さらに最近では立体CT検 査によって悪性腫

瘍との鑑別が試みられているが5),尿 管 ポ リープと悪

性腫瘍 との術前鑑別診断は 決 して容易なものではな

い,そ のため腎尿管全摘,尿 管部分切除,ポ リープ切

除などの治療法がおもに施行されてきた.1980年 代に

入 り自験例のように経尿道的に尿管ポ リープを切除す

る試みがなされるようになったが症例は稀である6-8).

本来尿管ポリープは良性の疾患であ り腎温存が望まし

い.Endourologyが 発展 してきている今日,尿 管ポ

リープや一部の悪性腫瘍にたい しても尿管鏡を用いた

内視鏡的診断や治療が行われている8・9).術前 に尿管

ポリープが疑われたならば尿管鏡による観察ならびに

生検を行うべきである,悪 性が示唆されるならば速や

かに,し かるべき処置を行い,良 性であれば内視鏡的

切除を施行すればよいと思われる.た だし,ポ リープ

が再発 した症例10)や,一 部に移行上皮癌との合併を認

めたとの報告もあり1D,内 視鏡的切除の際にはポリー

プを残さず切除することと,十 分に経過観察を行 うこ

とが必要であると思われた.

結 語

血尿を主訴とした36歳 男性の尿管ポリープを経尿道

的に切除 したので報告するとともに内視鏡的治療につ

いて若干の文献的考察を加えて報告 した.
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